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〔
編
集
後
記
〕　

愛
知
学
院
大
学
人
間
文
化
研
究
所
紀
要
『
人
間
文
化
』
は
、
こ
こ
に

第
三
四
号
を
無
事
に
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
号
で
は
、
論
文
六
編
と
訳
注

二
編
が
掲
載
さ
れ
、
歴
史
、
宗
教
文
化
、
日
本
文
化
、
英
語
文
化
、
英
語
教
育
な
ど
、

学
際
的
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
玉
稿
を
ご
投
稿
く
だ
さ
い
ま
し
た
先
生
方
は
も
と

よ
り
、
人
間
文
化
研
究
所
の
事
務
を
ご
担
当
頂
い
て
い
る
見
尾
谷
容
子
氏
に
も
心
よ
り

の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
今
、
日
本
の
大
学
は
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
の
渦
中
に
あ
る
わ
け
で
す
が
、
本
学
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
春
に
や
っ
て
き
た
大
波
は
、
紀
要
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
い
う

大
学
の
方
針
で
し
た
。
紀
要
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
関
し
て
は
、
二
一
世
紀
の
趨
勢
で
あ

り
、
研
究
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
イ
ン
パ
ク
ト
フ
ァ
ク
タ
ー
な
ど
を
考
え
た
場
合
に
そ
の

メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
研
究
分
野
に
よ
っ
て
は
、
紙
媒
体
で
な

け
れ
ば
不
都
合
が
あ
る
場
合
も
あ
る
よ
う
で
す
。
目
下
、
本
研
究
所
で
は
、
将
来
的
な

デ
ジ
タ
ル
化
を
視
野
に
、
今
後
の
最
良
の
あ
り
方
を
模
索
中
で
す
。
本
号
を
発
送
す
る

際
に
、「
紀
要
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
同
封
い
た
し
ま
し
た
。
受

け
取
ら
れ
ま
し
た
機
関
の
方
々
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
媒
体
と
な
る
に
せ
よ
、
人
間
文
化
研
究
所
紀
要
『
人
間
文
化
』
が
本
学

教
員
の
研
究
成
果
を
発
信
す
る
場
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
と

も
、
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
星
久
美
子　

記
）


